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木造新築住宅に使われる県産材

補修中の橋りょう（北浦大橋）

教員免許更新講習会の様子

問　

昨
年
度
か
ら
教
員
免
許
更
新

講
習
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
実

施
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
県
と

し
て
の
講
習
内
容
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

昨
年
度
は
大
学
な
ど
十
一
カ

所
で
講
習
会
が
開
設
さ
れ
、
二
千

二
百
四
十
八
人
が
更
新
講
習
を
修

了
し
た
。
県
立
高
校
で
実
施
し
て

い
る
道
徳
教
育
な
ど
、
茨
城
ら
し

さ
を
取
り
入
れ
た
講
習
の
開
設
を

大
学
な
ど
に
依
頼
し
て
お
り
、
筑

波
大
学
で
は
道
徳
の
講
習
が
開
設

さ
れ
て
い
る
。

問　

県
立
高
校
校
舎
の
一
部
が
崩

落
し
生
徒
が
転
落
す
る
事
故
が

あ
っ
た
が
、
学
校
施
設
の
点
検
強

化
に
今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
伺
う
。

答　

現
行
の
法
定
点
検
の
方
法
に

加
え
、
手
で
押
す
な
ど
の
県
独
自

の
検
査
を
追
加
し
て
い
く
。

問  

豊
か
な
心
を
育
む
情
操
教
育

は
大
切
で
あ
る
。
県
立
美
術
館
な

ど
の
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
ま
た
、
県
立
美
術
館
の
入
館

者
を
増
や
す
た
め
、
広
報
方
法
や

展
示
な
ど
を
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

答　

県
美
術
館
四
館
で
展
示
事
業

費
は
現
在
約
一
億
六
千
万
円
で
、

五
年
間
で
四
割
減
と
な
っ
て
い
る
。

映
像
を
含
め
て
メ
デ
ィ
ア
に
積
極

的
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う

記
者
会
見
な
ど
Ｐ
Ｒ
の
工
夫
を
し

た
り
、
子
ど
も
向
け
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
展
を
夏
休
み
期
間
に
開
催
す

る
な
ど
集
客
に
努
め
る
。

問　

教
員
が
学
力
向
上
に
集
中
し

て
取
り
組
め
る
よ
う
、
業
務
の
軽

量
化
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な

ど
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

業
務
の
見
直
し
や
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
で
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
相
談

事
業
の
実
施
や
県
指
導
主
事
の
学

校
派
遣
な
ど
に
よ
り
、
校
内
で
の

相
談
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
対
策
、
殺
人
罪
な
ど
公
訴
時

効
廃
止
に
伴
う
捜
査
体
制
の
あ
り

方
な
ど
も
質
問
）

問　

新
た
な
道
路
や
橋
の
整
備
も

重
要
だ
が
、
道
路
の
維
持
管
理
予

算
も
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
の
道
路
な
ど
の
維
持
管
理
に
関

す
る
方
針
や
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
予
防
的
な
補
修
や
計
画
的

な
架
け
替
え
に
よ
り
、
費
用
の
縮

減
と
予
算
の
平
準
化
を
図
っ
て
い

る
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
舗
装
の

延
命
化
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
を

行
っ
て
い
く
。

問　

偕
楽
園
公
園
の
管
理
に
つ
い

て
、
園
内
の
苗
床
整
備
や
施
設
修

繕
な
ど
、
民
間
で
で
き
る
業
務
も

あ
る
。
こ
れ
ら
を
精
査
し
て
、
民

間
に
任
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

答　

樹
木
管
理
な
ど
は
、
既
に
民

間
に
委
託
し
て
い
る
。
緊
急
時
の

対
応
な
ど
、
県
と
し
て
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
業
務
も
あ
り
、

今
後
、
管
理
業
務
の
役
割
分
担
の

精
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ

る
五
年
間
の
予
算
削
減
効
果
は
。

ま
た
、
公
園
は
今
回
、
全
て
が
非

公
募
と
な
っ
て
い
る
が
、
民
間
が

指
定
管
理
者
と
な
れ
ば
、
更
に
経

費
を
削
減
で
き
て
、
地
元
市
町
村

の
負
担
が
減
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
約

一
億
円
、
７
％
が
削
減
さ
れ
た
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
条
件
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
１
〜
18
％
の
削
減

と
な
っ
た
。
港
湾
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
赤
字
で
あ
っ
た
大
洗
マ

リ
ー
ナ
が
黒
字
化
し
た
。
公
園
は
、

地
元
と
の
関
わ
り
が
強
い
た
め
、

公
園
の
位
置
付
け
な
ど
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
二
年
間
の
非
公

募
期
間
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

問　

県
道
石
岡
つ
く
ば
線
バ
イ
パ

ス
の
整
備
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

府
中
橋
か
ら
国
道
六
号
ま
で

の
南
側
区
間
は
、
七
月
中
に
供
用

で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。
府
中
橋

か
ら
国
道
三
五
五
号
ま
で
の
北
側

区
間
は
、
既
に
用
地
取
得
が
完
了

し
て
お
り
、
来
年
に
は
供
用
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
国
道
六
号
日
立
バ
イ

パ
ス
の
進
ち
ょ
く
状
況
、
建
設
技

術
公
社
の
事
業
の
あ
り
方
な
ど
も

質
問
）

問　

県
産
材
の
新
築
住
宅
に
対
す

る
補
助
は
、
百
五
十
戸
の
募
集
に

対
し
て
応
募
数
は
三
百
八
十
戸

あ
っ
た
が
、
応
募
数
は
増
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
青
森
県
で
は
県

産
材
新
築
住
宅
に
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

を
発
行
し
、
県
産
材
の
家
具
な
ど

と
交
換
で
き
る
制
度
が
あ
る
。
工

芸
分
野
に
も
効
果
が
広
が
る
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

応
募
数
は
増
え
て
い
る
。
青

森
県
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
木
材
利

用
の
促
進
と
家
具
・
建
具
業
の
振

興
な
ど
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

他
県
の
導
入
状
況
を
研
究
し
て
い

く
。

問　

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
一

戸
当
た
り
の
耕
作
面
積
が
小
さ
い

中
山
間
地
域
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
少

な
い
制
度
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

経
営
規
模
が
小
さ
い
場
合
は

集
落
営
農
で
の
対
応
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
米
粉
な
ど
の
新
規
需

要
米
が
制
度
化
さ
れ
た
が
、
需
要

先
の
確
保
が
課
題
と
な
る
の
で
、

国
に
対
し
て
も
米
粉
の
販
路
拡
大

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

問　

農
業
用
水
路
へ
の
転
落
事
故

が
あ
っ
た
が
危
険
箇
所
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
へ
の
通
知
は
し
た
の
か
。

答　

事
故
後
直
ち
に
危
険
箇
所
の

総
点
検
を
行
い
、
四
十
数
カ
所
の

応
急
措
置
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
事

故
防
止
の
啓
発
や
、
教
育
委
員
会

な
ど
を
通
し
て
学
校
に
危
険
箇
所

見
直
し
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

問　

本
県
に
お
け
る
宮
崎
県
産
の

子
牛
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ブ
ラ
ン

ド
牛
は
種
牛
か
ら
育
て
る
こ
と
が

重
要
だ
。
本
県
の
種
牛
の
数
は
。

ま
た
、
口
蹄
疫
に
よ
る
経
済
的
影

響
は
出
て
い
る
か
。

答　

宮
崎
県
産
の
子
牛
の
割
合
は

13
％
、
県
内
産
は
16
％
。
種
牛
は

畜
産
セ
ン
タ
ー
に
三
頭
、
候
補
牛

が
十
三
頭
い
る
。
長
期
的
に
は
子

牛
価
格
が
値
上
が
り
す
る
可
能
性

は
あ
る
が
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
全

国
か
ら
子
牛
を
導
入
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
農
作
業
事
故
対
策
、

低
温
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
な

ど
も
質
問
）

農林水産委員会

土木委員会

文教治安委員会

予
防
的
な
補
修
な
ど
に
よ
り

管
理
コ
ス
ト
を
低
減

県
産
材
の
新
築
住
宅
に
対
す
る

補
助
事
業
の
応
募
状
況
は

応
募
戸
数
は
増
加
し
て
い
る

教
員
免
許
更
新
講
習
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
は

道
徳
教
育
な
ど
茨
城
ら
し
い
講
習
を

大
学
な
ど
に
依
頼

今
後
の
道
路
や
橋
の

維
持
管
理
は


